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※燃料ガスに「い号プロパン」を使用する場合には、ガス種設定をする必要があります。
※室外ユニットの電源ブレーカーは「OFF」のままです。
（1）エンジンのミキサー部についている、N／ P切換ピンを

①矢印方向に 90度程度まわしてください。
②矢印方向、   横側に真っすぐにしてください。
N／ P切換ピンを少し押し入れてください。
注意：無理な力で押し込まないでください。（図 4）

（2）室外ユニットの電源ブレーカーを「ON」にします。
（3）電装ボックス内にある＜ガス種＞ラベルと＜ガス種設定・調整済み＞

ラベルを所定の位置に貼り付けてください。（図 5）

3. 燃料ガス種の設定（「い号プロパン」を使用する場合）
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図 5

室外メイン基板
	ㅡ確認（1）メニュー項目（4ページ表1）の （日付表示）を選択すると日付が表示されます。

例： （例：2023年 4月 1日）
（2）日付表示の状態で SET キーを押します。

例： （例：11時 5分 25秒）（LED緑が点灯します）
（3）UP・DOWNキーで日付表示と時刻表示を切り換えます。
※現在の年月日、時刻が正しく表示されていない場合は、再設定（修正）してください。

	ㅡ設定（1）日付表示または時刻表示状態で、SETキーを１秒間押すと設定モードになります。
例： （例：2023年）　（LED赤が点灯、LED緑が点滅します）

（2）SET キーを押す都度、設定内容が確定され、1桁目の表示が切り替わり、表の設定内容になります。
1桁目の表示  の次は表示  に戻ります。

（3）各内容表示中にUP・DOWNキーを操作すると、値を変更することができます。
表示  のときに SET キーを押して確定させると、秒の値は必ず 0になります。

（4）HOMEキーを 1秒間押して設定を終了します。（LEDが消灯します）
※接続されたシステム・制御機器によっては、自動的に日付・時刻が設定される場合があります。

4. 年・月・日・時刻の確認と設定
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室外メイン基板
（1）	メニュー項目（4ページ表 1）の 
（初期設定）を選択し  を表示さ
せます。

（2）	SET キーを押すと、設定／状態表示の項目表
示を行います。（表 4）
（LED緑が点灯します）
例： （系統アドレス 1のとき）

（3）	この状態でUP・DOWNキーを操作すると、
系統アドレス設定、運転モード設定、室内ユニット
接続台数設定、ガス種設定、自動アドレス設定
などを選択することができます。

5. 初期設定値の確認

表4

系統アドレス設定
運転モード設定
室内ユニット接続台数設定
形式設定（変更不可）
ガス種設定
機種 1設定（変更不可）
機種 2設定（変更不可）
温水設定（変更不可）
オイル交換時間表示
単相設定

※1

※1
※1
※1

※1
※1配管接続確認（Ｗマルチで使用）

暖房自動アドレス設定
冷房自動アドレス設定

表示の意味設定／状態表示

↑DOWN
↓UP

※1：機種によって値が異なりますが、変更しないでください。

室外メイン基板
※このユニットは“ガス種”設定を確認および設定する必要があります。
い号プロパンを使用する場合には、項目 3.（6ページ）の設定がされていることを確認してください。

（1）	 メニュー項目（4ページ表 1）の （初期設定）を選択し  を表示させます。
（2）	 SET キーを押すと、設定／状態表示の項目表示を

行います。（7ページ表 4）
（LED緑が点灯します）

（3）	 UP・DOWNキーでガス種を表示させます。
例： （例：ガス種 13A）

（4）	 設定を変更する場合は、この状態で SET キーを	
1 秒間押します。
（LED赤が点灯、LED緑が点滅します）

（5）	 さらに、この状態でUP・DOWNキーを操作し、ガス種を選択します。（表 5）
例：	  の状態でUPキーを押すと  が表示されます。
※�ガス種で 13A（LNG①）を選定した場合、オイル交換時間警報の表示は行いません。

（6）	 SET キーを１秒間押します。（LED赤が消灯、LED緑が点灯します）
（7）	 HOMEキーを 1秒間押して通常モードに戻ります。（LEDが消灯します）
（8）	 メニュー項目（4ページ 表 1） （試運転・室外ユニット強制設定）を選択し、

  を表示させます。
（9）	 SET キーを押すと、ガス種設定の表示となります。（LED緑が点灯します）
（10）	項目（4）～（6）と同様の操作でガス種設定を実施します。
（11）	HOMEキーを 1秒間押して設定を終了します。（LEDが消灯します）

※ガス種設定は、以下の項目で同じ設定を行い、2重に確認を行います。
メニュー項目 （初期設定）、 （試運転・室外ユニット強制設定）で同じ設定を行
う必要があります。
	ㅡい号プロパンを使用する場合は、上記の手順にしたがい、  に設定変更してください。
	ㅡ 12A（A）は発熱量 43.5MJ/m3N、12A（Ｂ）は発熱量 41.9MJ/m3Nの 12Aを示します。

い号プロパン
13A（LNG①）
13A（LNG②）
13A（プロパンエアー）
12A（A）
12A（B）

ガス種設定／状態表示

↑DOWN
↓UP

表 5

6. 燃料ガス種の確認と設定
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室外メイン基板
※このユニットは初期設定では  （遠隔制御モード）設定となっています。
遠隔監視アダプターからG（ガス側）と E（電気側）の運転比率の制御指示をしない場合は  
（スタンドアローンモード）に切り替えを行ってください。

（1）	 メニュー項目（4ページ表 1）の （初
期設定）を選択し  を表示させます。

（2）	 SET キーを押すと、設定／状態表示の項目表示を
行います。（7ページ表 4）（LED緑が点灯します）

（3）	 UP・DOWNキーで運転モードを表示させます。
例： （例：遠隔制御モード）

（4）	 設定を変更する場合は、この状態で SET キーを	
1 秒間押します。
（LED赤が点灯、LED緑が点滅します）

（5）	 さらに、この状態でUP・DOWNキーを操作し、運転モードを選択します。（表 6）
例：	  の状態でUPキーを押すと  が表示されます。

（6）	 SET キーを１秒間押します。（LED赤が消灯、LED緑が点灯します）

●スタンドアローン・中央監視モード／BCPモード対応の設定（室外シリパラ I／Oユニットの機能選択）
表 6にある遠隔制御モード  、スタンドアローンモード  の場合は、下記設定が必要
となります。
※室外シリパラ I／Oユニットは出荷時設定では遠隔制御モードに対応する機能設定となっています。
別売品の室外シリパラ I／Oユニットの使用の有無に関わらず、室外ユニットの選択モード設定が必要です。

室外メイン基板
（1）メニュー項目（4 ページ表 1）の  （室外ユニット設定）を選択し、  を表示させ

ます。
（2）SET キーを 1秒間押し、UP・DOWN キーを操作して、  を表示させます。
（3）設定を変更する場合は、この状態で SET キーを１秒間押します。（LED赤が点灯、LED緑が点滅します）
（4）さらに、この状態でUP・DOWN キーで室外シリパラ I／Oユニットの機能番号（表 7）を選択します。

例：  の状態でUPキーを押すと  が表示されます。
（5）SET キーを１秒間押します。（LED赤が消灯、LED緑が点灯します）

お願い
	ㅡ運転モード設定で、  （遠隔制御モード）に設定した場合
本設定は、  （遠隔制御モード）または  （遠隔監視モード／BCPモード）にしてく
ださい。
	ㅡ運転モード設定で、  （スタンドアローンモード）に設定した場合
本設定は、  （スタンドアローン・中央監視モード）または  （中央監視モード／BCPモー
ド）にしてください。

遠隔制御モード
スタンドアローンモード
G（ガス側）優先モード
E（電気側）優先モード
G（ガス側）単独モード
E（電気側）単独モード

運転モード設定／状態表示

↑DOWN
↓UP

表 6

7. 運転モードの確認と設定

運転モード 設定／状態表示 シリパラ設定

↑DOWN
↓UP

遠隔制御モード（出荷時設定）
遠隔監視モード／BCPモード
スタンドアローン・中央監視モード
中央監視モード／BCPモード

表 7
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室外メイン基板
※室内ユニットの接続台数は、同一系統の冷媒配管系統が基本になります。
※出荷時は「１台」に設定されています。

室内ユニット接続台数
（1）	 メニュー項目（4ページ表 1）の （初期設定）を選択し  を表示させます。

SET キーを押すと、設定／状態表示の項目表示を行います。（7ページ表 4）
例： （系統アドレス１のとき）（LED緑が点灯します）

（2）	 UP・DOWNキーで室内ユニット接続台数設定を表示させます。
例： （例：室内ユニット接続台数が１台のとき）

（3）	 設定を変更する場合は、この状態で SET キーを１秒間押します。（LED赤が点灯、LED緑が点滅します）
（4）	 さらに、この状態でUP・DOWNキーを操作し、接続台数を選択します。

例：  の状態でUPキーを押すと  が表示されます。
設定範囲は１～最大 50台（  ～  ）です。

※形式によって設定範囲は異なります。
560 形：最大 33台（  ）	 850 形：最大 50台（  ）

（5）	 SET キーを 1秒間押します。（LED赤が消灯、LED緑が点灯します）
（6）	 HOMEキーを 1秒間押して設定を終了します。（LEDが消灯します）

8. 室内ユニット接続台数の設定

※室外メイン基板および E側 CR基板上で室外ユニットの系統アドレスを設定します。
※出荷時は「系統アドレス 1」に設定されています。
	ㅡアドレス設定方法

（1）室内外操作線の配線形態を確認してください。

（a）�室内外操作線が複数の室外ユニットに
わたっていない場合

（b）�室内外操作線が複数の室外ユニットにわたっている場合

（2）系統アドレス設定（室外メイン基板）
①	メニュー項目（4ページ表 1）の （初期設定）を選択し、  を表示させます。
SET キーを押すと、設定／状態表示の項目表示を行います。（7ページ表 4）
例： （系統アドレス１のとき）（LED緑が点灯します）

②	UP・DOWNキーで系統アドレスを表示させます。例： （例：系統アドレス 1のとき）
③	設定を変更する場合は、この状態で SET キーを 1秒間押します。（LED赤が点灯、LED緑が点滅します）
④	さらに、この状態でUP・DOWNキーを操作し、系統アドレスを選択します。
例：  の状態でUPキーを押すと  が表示されます。
設定範囲は 1～ 30（  ～  ）です。

⑤	SET キーを 1秒間押します。（LED赤が消灯、LED緑が点灯します）
⑥	HOMEキーを 1秒間押して設定を終了します。（LEDが消灯します）

9. 室外ユニット系統アドレス設定

室外
ユニット１

※室外ユニットの系統アドレス
　を　　　　　　　に設定します

室内外操作線 

配管

図 6

室内外操作線 

配管室外
ユニット１

室外
ユニット2

室外
ユニット3

図 7

次ページへつづく
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（3）系統アドレス設定（E側 CR基板）
①	メニュー項目（5ページ表 2）の （初期設定）を選択し、  を表示させます。
SET キーを押すと、次の表示を行います。
例： （系統アドレス１のとき）（LED緑が点灯します）

②	UP・DOWNキーで系統アドレスを表示させます。
例： （例：系統アドレス 1のとき）

③	設定を変更する場合は、この状態で SET キーを 1秒間押します。（LED赤が点灯、LED緑が点滅します）
④	さらに、この状態でUP・DOWNキーを操作し、系統アドレスを選択します。
この時、室外メイン基板と同じ系統アドレスを設定してください。
例：  の状態でUPキーを押すと  が表示されます。
設定範囲は 1～ 30（  ～  ）です。
室外メイン基板が  の場合、E側 CR基板は  と設定してください。

⑤	SET キーを 1秒間押します。（LED赤が消灯、LED緑が点灯します）
⑥	HOMEキーを 1秒間押して設定を終了します。（LEDが消灯します）

9. 室外ユニット系統アドレス設定（つづき）

室外メイン基板
※室外メイン基板上のスイッチ（SW10）にて設定します。（4ページ図２- ②）
	ㅡ同一室内外通信線上に室外ユニットが 1台の場合には、その室外ユニットのスイッチ（SW10）を「SHORT」
側（出荷時のまま）にしてください。
	ㅡ同一室内外通信線上に室外ユニットが２台の場合には、2台の室外ユニットのスイッチ（SW10）を「SHORT」
側（出荷時のまま）にしてください。
	ㅡ同一室内外通信線上に室外ユニットが３台以上ある場合は、いずれか２台の室外ユニットのスイッチ（SW10）
「SHORT」側（出荷時のまま）にし、他の室外ユニットは、全てスイッチ（SW10）を「OPEN」側に設定
してください。

10. 終端抵抗の有無設定

室外メイン基板
（1）	配線用しゃ断器（ブレーカー）は、クランクケースヒーターへの通電のため“５時間以上前”に入れてく

ださい。
（上記をおこたると圧縮機が破損する原因

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

になります）
（2）	ガス管（太管）、液管（細管）の閉鎖弁を全開にしてください。
（左回し（反時計回り）に 90°ゆっくり回転させてください）
ストッパーに当たった位置で全開です。それ以上は無理な力で回さないで
ください。

（3）	室内ファン・オートフラップの輸送用ダンボールおよび発泡スチロール等が
はずしてあるか確認してください。

（4）	�室外メイン基板の STOP（一括停止）スイッチ（SW1）が「STOP」側になっ
ています。
5時間通電を確認後、「STOP」側から「NORM」側にしてください。
「STOP」側になっているとエンジンが始動しません。

11. 試運転前の確認項目

ST
O
P

SW1
STOP-SW

SW1
STOP-SW

N
O
RM

ST
O
P
N
O
RM

図 8
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室外メイン基板
基本配線図　ケース 1  室内外操作線が複数の室外ユニットにわたっていない場合
	ㅡ室外ユニットから自動アドレス設定の操作を行って
ください。

基本配線図　ケース 2  室内外操作線が複数の室外ユニットにわたっている場合
	ㅡ室外ユニットから自動アド
レス設定の操作を行ってく
ださい。

ケース 1 　冷媒配管１系統ごとに電源が投入できる場合
	ㅡ室外ユニットを運転せずに室内ユニットのアドレスが設定できます。
アドレス設定する系統の室内・室外ユニットの電源を投入してください。
（1）メニュー項目（4ページ表 1）の （初期設定）を選択し、  を表示させます。

SETキーを押すと、設定／状態表示の項目表示を行います。（7ページ 表４）
例：  （系統アドレス１のとき）（LED緑が点灯します）

（2）UP・DOWNキーで暖房自動アドレス設定（  ）を表示させます。
（3）この状態で SET キーを１秒間押します。

LED赤が点灯、LED緑が点灯し、自動アドレス設定を開始します。
LED赤が消灯、LED緑が点灯すると自動アドレス設定が完了です。

（4）次のアドレス設定する系統のみ電源を投入して、（1）～（3）を行います。
（5）同様の操作を繰り返して全ユニットのアドレスを完了させてください。
ケース 2 　冷媒配管１系統ごとに電源が投入できない場合
	ㅡこの場合は室内外ユニットを運転して自動アドレス設定を行いますので、事前に冷媒配管工事および燃料配
管工事を完了してください。
	ㅡ室外メイン基板上の SW2（ガス閉止弁強制閉 SW）、SW1（一括停止 SW）を「NORM」側に設定してお
いてください（4ページ 図２- ③）。これらのスイッチが「OFF」または「STOP」になっていますと、エン
ジンが始動しません。
（1）全系統の電源を投入してください。
（2）�1 台の室外ユニットのメニュー項目（4 ページ表 1）の （初期設定）を選択し、

 を表示させます。
SETキーを押すと、設定／状態表示の項目表示を行います。（7ページ表 4）
例：  （系統アドレス１のとき）（LED緑が点灯します）

（3）UP・DOWNキーで暖房自動アドレス設定（  ）を表示させます。
（4）この状態で SET キーを 1秒間押します。

LED赤が点灯、LED緑が点灯し、自動アドレス設定を開始します。
LED赤が消灯、LED緑が点灯すると自動アドレスが完了です。

（5）次に別系統の室外ユニットで（2）～（4）を行います。
（6）同様の操作を繰り返して全ユニットの自動アドレス状況を完了させてください。
※なお、次のように自動アドレスの進行状況を順次表示します。
例： （例：自動アドレスの開始準備）
下１桁目の数字の意味は次の通りです。
：自動アドレスの開始準備	 ：室内ユニットの自動アドレス準備待ち	 ：エンジン運転中
：室内ユニット確認中	 ：アドレス設定中	 ：設定完了

※暖房自動アドレス設定を途中で中止したい場合は、SETキーを１秒間押します。（LED赤が消灯、LED緑が点灯します）
※リニューアル設置の場合は、必ず暖房運転による自動アドレス設定を行ってください。

12. 室内ユニットのアドレス設定（自動アドレス）

リモコン

室内外操作線 

室内ユニット室内ユニット室内ユニット室内ユニット

室外ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

室外
ユニット

室外
ユニット

室外
ユニット

リモコン リモコン

室内外操作線 
室内外操作線 

図 9

図 10

次ページへつづく
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室外メイン基板
注　意 	 ●リニューアル設置の場合は、必ず暖房運転で試運転を行ってください。
	 ●リニューアル手順については、同梱している別紙「洗浄レスリニューアル手順」を参照してください。
（1）メニュー項目（4ページ表 1）の （試運転・室外ユニット強制設定）を選択し、

 を表示させます。
（2）SET キーを押すと、次の表示を行います。

例： （例：強制冷房試運転設定）
（3）この状態でUP・DOWNキーを操作すると強制冷房試運転設定、強制暖房試運転設定、強制弁開設定、強

制水回路設定、強制バイパス弁閉設定等を選択することができます。詳細は、表 8を参照してください。

13. 試運転の設定

強制冷房試運転設定
強制暖房試運転設定
強制G単独冷房試運転設定
強制G単独暖房試運転設定
強制E単独冷房試運転設定
強制E単独暖房試運転設定

自動エアー抜きモード
機能設定／状態表示

強制弁開設定
強制水回路設定
強制バイパス弁閉設定

↑DOWN
↓UP

強制エンジンデスビモード
強制エンジンフィードバック
強制エンジン調整弁閉
強制除霜運転設定
圧力センサー無視
強制ガス電磁弁閉
強制クランキングモード

表示の意味設定／状態表示

↑DOWN
↓UP

表 8

※暖房運転による自動アドレスがうまくできない場合、以下の要領で冷房運転による自動アドレスを行います。
（リニューアル設置の場合を除く）

（1）全系統の電源を投入してください。
（2）１台の室外ユニットのメニュー項目（4ページ表1）の  （初期設定）を選択し、  

を表示させます。
SETキーを押すと、設定／状態表示の項目表示を行います。（7ページ表 4）
例：  （ 系統アドレス１のとき ）（LED緑が点灯します）

（3）UP・DOWNキーで冷房自動アドレス設定（  ）を表示させます。
（4）以下、前述の（4）～（6）と同様に行います。

12. 室内ユニットのアドレス設定（自動アドレス）（つづき）

次ページへつづく
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	ㅡ室外ユニットでの試運転・室外ユニット強制設定方法
強制冷房試運転設定
	ㅡ強制冷房試運転設定を選択している状態で SET キーを１秒間押すと、冷房試運転を行います。
（LED赤が点灯、LED緑が点灯します）
強制暖房試運転設定
	ㅡ強制暖房試運転設定を選択している状態で SET キーを１秒間押すと、暖房試運転を行います。
（LED赤が点灯、LED緑が点灯します）
強制 G単独冷房試運転設定
	ㅡ強制G単独冷房試運転設定を選択している状態で SET キーを１秒間押すと、G単独冷房試運転を行います。
（LED赤が点灯、LED緑が点灯します）
強制 G単独暖房試運転設定
	ㅡ強制G単独暖房試運転設定を選択している状態で SET キーを１秒間押すと、G単独暖房試運転を行います。
（LED赤が点灯、LED緑が点灯します）
強制 E 単独冷房試運転設定
	ㅡ強制 E単独冷房試運転設定を選択している状態で SET キーを１秒間押すと、E単独冷房試運転を行います。
（LED赤が点灯、LED緑が点灯します）
強制 E 単独暖房試運転設定
	ㅡ強制 E単独暖房試運転設定を選択している状態で SET キーを１秒間押すと、E単独暖房試運転を行います。
（LED赤が点灯、LED緑が点灯します）
強制弁開設定 　真空引きなどに用います。
	ㅡ強制弁開設定を選択している状態で SET キーを１秒間押すと、弁開動作を行います。室内ユニット電動弁、
室外ユニット電動弁、リキッド弁、排熱回収弁、バイパス弁が全開になります。
（LED赤が点灯、LED緑が点灯します）
強制水回路設定 　冷却水回路の点検などに用います。
	ㅡ強制水回路設定を選択している状態で SET キーを１秒間押すと、冷却水ポンプを運転します。
（冷却水電動三方弁がラジエーター側３分、サブエバ側１分 15秒で切り替わります）
（LED赤が点灯、LED緑が点灯します）
強制バイパス弁閉設定 　ポンプダウンなどで用います。
	ㅡ強制バイパス弁閉設定を選択している状態で SET キーを１秒間押すと、バイパス弁を全閉します。
（LED赤が点灯、LED緑が点灯します）
自動エアー抜きモード 　冷却水系エアー抜きなどに用います。
	ㅡ自動エアー抜きモードを選択している状態で SET キーを１秒間押すと、冷却水ポンプを運転し、冷却水電動
三方弁、温水電動三方弁を動作させ、エアー抜き運転を自動で行います。なお、冷却水ポンプは自動で発停
を繰り返します。
この間、LED赤が点灯、LED緑が消灯および進行状況の表示が行われます。
※必ずエアー抜き治具を取り付けてから、本動作を行ってください。
※本動作終了後、強制水回路設定にて残留エアーの有無を確認してください。エアー抜きが不十分な場合は、
エアーが完全に抜けるまで本動作を繰り返し行ってください。

強 制 設 定 解 除 設 定
	ㅡ強制設定を解除したい場合は、それぞれの強制設定を選択している状態で SET キー１秒間押します。
LED赤が消灯、LED緑が点灯し、強制設定選択操作に戻ります。

	ㅡリモコンでの試運転設定方法
リモコンおよび室内ユニットに付属されている据付工事説明書をお読みください。

13. 試運転の設定（つづき）
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内　　　容
異常発生無し

A系統（エンジン系保護装置の動作）

エンジン油圧異常
エンジンオイル異常
エンジン過回転異常
エンジン低回転異常
イグニッション電源異常
エンジン起動失敗
燃料ガス弁異常
エンスト
排ガス温度高
エンジン油面異常
エンジン油圧スイッチ異常

室外基板表示

E 系統（通信系の異常）
内　　　容

リモコン受信不良
リモコン送信不良
室内ユニットがリモコン（集中）からの受信不良
室内ユニットが室外ユニット側からの受信不良
室内ユニットが室外ユニット側への送信不良
室外ユニットが室内ユニットからの受信不良
室外ユニットが室内ユニットへの送信不良
室内ユニットアドレス重複設定
親リモコン複数台設定
DC 送風機ドライバー通信異常
室内基板が信号出力基板からの受信不良

室外基板表示 内　　　容

自動アドレス中により、自動アドレス開始禁止

室内ユニットがリモコンへの送信不良
自動アドレス警報（台数少）
自動アドレス警報（台数多）
グループ制御配線の通信不良
室内ユニット無し
室外メイン基板異常
室外メイン基板センサー異常
室外ユニット間通信異常 ／
E 側 CR 基板－メイン基板間通信異常
室外ユニット台数不一致 ／
E 側 CR 基板－メイン基板間系統アドレス不一致
室外ユニット内通信不良

室外基板表示

内　　　容

ＣＴ異常（スターター電流検出不良）
冷却水温度低
冷却水温度高
冷却水レベル異常
冷却水ポンプ異常
クランク角センサー異常
カム角センサー異常
クラッチ異常
失火異常
触媒温度異常

室外基板表示

内　　　容
室内熱交換器入口温度センサー異常

Ｆ系統（センサー・メモリーなどの部品不良）

室内熱交換器中間温度センサー異常
室内熱交換器出口温度センサー異常
コンプレッサー出口温度センサー異常
室外熱交換器入口温度センサー異常
室外熱交換器出口温度センサー異常
外気温度センサー異常
室内ユニット吸込温度センサー異常
室内ユニット吹出温度センサー異常
コンプレッサー入口温度センサー異常
冷却水温度センサー異常

室外基板表示 内　　　容
E 側コンプレッサー出口温度 センサー異常
コンプレッサー入出口圧力 センサー異常
温水出口温度センサー異常
排ガス温度センサー異常
クラッチコイル温度センサー異常
クラッチ２コイル温度センサー異常
サブクールセンサー異常
サブエバ入口温度センサー異常
室内不揮発性メモリ（EEPROM）異常
時計機能（RTC）異常
室外不揮発性メモリ（EEPROM）異常

室外基板表示

スターター電源出力短絡
スターターロック

14. 自己診断機能表

表9
室外メイン基板の７セグメントに表示します。（4 ページ図２- ①）

次ページへつづく
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	ㅡ表 9記載の原因を除去しても正常に運転しない場合、あるいは上記リモコン表示以外の表示が出る場合には、
〈サービス技術資料〉を参照してください。
	ㅡリモコンの試運転時は、  の検出をしません。
※機種によっては、表示しない項目があります。

内　　　容
室内ユニット送風機異常 ／
室内ユニット送風機回転数異常

Ｐ系統（室内外保護装置の動作）

E 側コンプレッサー出口温度異常
コンプレッサー吐出温度高
冷媒高圧スイッチ作動

室内ユニットフロートスイッチ作動

室内ドレンポンプ異常

水熱交換器ユニット凍結異常
（水熱交換器ユニットを接続した場合）

室内ユニット天井パネルコネクター接続不良
水熱交換器ユニットフロー SW 異常

（水熱交換器ユニットを接続した場合）

室内 DC ファン異常

室外基板表示

内　　　容
室内外ユニット種の不一致

（GHP 以外の機器接続有り）

Ｌ系統（設定内容の不具合）

グループ制御の親機複数設定
系統（室外ユニット）アドレス重複設定
室内ユニット優先重複設定（優先室内ユニット）
室内ユニット優先重複設定（優先室内ユニット以外）
個別制御室内ユニットへのグループ配線有り
室内ユニットアドレス未設定

室外基板表示

内　　　容
その他

オイル交換時間（レベル）警報
除霜不良警報

室外基板表示 内　　　容

E 側コンプレッサー周波数規制中
デマンドレベル＊（＊:1 ～ 3）＊
遠隔省エネ制御指示中

室外基板表示

H系統
内　　　容

E 側コンプレッサー出口温度センサー抜け検出
冷媒低圧異常

E 側 1 次側過電流
E 側コンプレッサー CT 回路不良

室外基板表示

内　　　容
室内ユニット能力未設定
室外ユニット能力等未設定
室内ユニット機種設定不良
室内ユニットペアリング不良
水熱交換器ユニット設定不良
室外ユニットの組合せ不一致
水熱交換器ユニット並列アドレス重複
ガス種設定不良

室外基板表示

内　　　容

E 側 HIC 過電流または温度異常
E 側コンプレッサーオイル温度センサー異常
E 側コンプレッサーオイル無し異常

室外基板表示

内　　　容

完全冷媒ガス欠
E 側 2 次側過電流

（E 側コンプレッサー過電流）
リキッド弁異常
バイパス弁異常
四方弁ロック異常
冷媒高圧異常
室外送風機異常
水熱交換器ユニットインターロック異常
クラッチ接続異常
E 側コンプレッサー始動不良
グループ子機の異常

（システムコントローラーで検出する異常）
グループ制御異常（警報）

室外基板表示
O  センサー異常2

電源異常
E 側逆相（欠相）検知

冷媒回路異常

14. 自己診断機能表（つづき）
表 9（つづき）
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室外メイン基板
	ㅡ加湿器を取り付けた場合には、以下の説明による暖房結露防止制御の設定をしてください。
適用室内ユニット：4方向天井カセット形
取付加湿器 ：自然気化式加湿器

（1）	 メニュー項目（4ページ表 1）の  （室内ユニット設定）を選択し、  を表示
させます。

（2）	 SET キーを押すと次の表示が出ます。（LED赤が消灯、LED緑が点灯します）
例：

（3）	 �この状態でUP・DOWNキーを押して設定したい室内ユニットおよび項目（データコード「8」）を選
択します。
例： （室内ユニット 1号機のデータコード「8」を選択）

（4）	 表示している状態で SET キーを 1秒間押します。（LED赤が点灯、LED緑が点滅します）
その後UPキーを押して設定値を変更します。
例： （室内ユニット 1号機を暖房結露防止制御「行う」に設定）

（5）	 変更後に、SET キーを 1秒間押します。（LED赤が消灯、LED緑が点灯します）
（6）	 その他の加湿器付き室内ユニットについても、同様の設定を繰り返します。
（7）	 HOMEキーを 1秒間押して、設定を終了します。（LEDが消灯します）

注）本項の操作はリモコンで行います。
（1）	リモコンの  ＋  ＋  を同時に４秒以上押します。

メンテナンス機能画面（図 12）が表示されます。
（2）	  /  で選択し、「簡単設定」を選択し、  を押してく

ださい。
（3）	  /  でユニットNo. を選択すると、選択された室内ユニッ

トのみファンが運転しますので、確認できます。
	ㅡリモコン 1台に、室内ユニットが 1台のみ接続されている
場合
（例：系統アドレスが1系統の場合、  ボタンを押すごとに、

ALL、1-1、ALL･･･と表示が切り替わります）
	ㅡリモコン 1 台に、室内ユニットが複数台接続されている場
合（グル－プ制御）
（例：系統アドレスが1系統の場合、  ボタンを押すごとに、

ALL、1-1、1-2、1-3、ALL、1-1、･･･と表示が切り替
わります）

（4）	室内ユニットのアドレス確認が終わったら、  を押し、
再起動：“はい”を選択し、  を押してください。

詳細については、室内ユニットの据付工事説明書 試運転編を参照
してください。

15. 室内ユニットのアドレス確認

16. 加湿器付き室内ユニット使用時の設定

決定
戻る

メニュー

会議室

運転

  ﾕﾆｯﾄNo.
簡単設定

　選択 次へ

項目ｺｰﾄﾞ 設定データ

01 0001     1-  1

ここに表示される

（1）図 11

簡単設定
メンテナンス機能

自動アドレス設定
詳細設定

選択 決定 確定

XX XX/

［ ］
タッチキー感度設定

図 12


